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	主題名
	おじいさん，おばあさんの　力
	内容項目
	C 家族愛，家庭生活の充実

	教材名
	わたしの　おじいさん，おばあさん
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	自分の祖父母を尊敬できる存在という見方で捉え，敬愛の念を抱くと共に，自分も役に立ちたいという気持ちが芽生えるため。

	ねらい
	祖父母の存在への関心を高め，敬愛し，感謝の気持ちをもつ。
【理解，判断力】祖父母は，たくさんのことを知っていたり，自分にできないことができたりするなど，人間として立派であることが分かる。
【心情】祖父母は，知恵や慈しみの心をもって自分のことを考えてくれていることが分かり，心が動く。
【実践意欲と態度】祖父母への思いを伝える自分なりの方法を考え，実践する。

	学習指導過程
	・自分の祖父母のことを思い浮かべる。
・「わたしの　おじいさん，おばあさん」を読み，祖父母がどんな気持ちで自分たちを支えてくれているのか考える。
　★祖父母の知恵や経験の豊かさに気づいたか。
・これから，自分の祖父母に対してしていきたいことをまとめる。
　★祖父母に対する敬愛の心が芽生え，役に立ちたいという気持ちをもったか。
※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●生活科・家庭
・お年寄りと触れ合う授業を計画し，自分の祖父母や地域のお年寄りとの交流の場を設ける。そのときの様子を家庭で話す宿題を出すなどして，保護者に話す機会をもたせる。
・お礼の手紙を書く活動などを取り入れる。
●道徳の授業
・「わたしの　おじいさん，おばあさん」を読み，祖父母がどんな気持ちで自分たちを支えてくれているのかについて考えさせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●家庭
・本時の授業の内容や意図を保護者会や学級通信などで伝え，授業をきっかけとして祖父母との交流の機会を設けてほしいことを伝える。そのうえで，祖父母に対してしていきたいと考えたことを実行させる。
●学級活動・国語科
・敬老の日などに合わせ，祖父母への感謝の気持ちを手紙に書く活動を取り入れる。

	備考
	


